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聖霊降臨節第 10 主日                 No. 31 
 

主日礼拝   

 

前奏 ｢フーガト短調｣ (J.A.ラインケン) 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「 ヤコブよ、あなたを創造された主は 

イスラエルよ、あなたを造られた主は 

今、こう言われる。 

恐れるな、わたしはあなたを贖う。 

あなたはわたしのもの。 

わたしはあなたの名を呼ぶ。」 

 (イザヤ書 43：1) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

交読詩編  13編  

司式者：いつまで、主よ 

わたしを忘れておられるのか。 

会 衆：いつまで、御顔をわたしから 

隠しておられるのか。 

司式者：いつまで、わたしの魂は思い煩い 

日々の嘆きが心を去らないのか。 

会 衆：いつまで、敵はわたしに向かって誇るのか。 

司式者：わたしの神、主よ、顧みてわたしに答え 

会 衆：わたしの目に光を与えてください 

司式者：死の眠りに就くことのないように 

会 衆：敵が勝ったと思うことのないように 

司式者：わたしを苦しめる者が 

会 衆：動揺するわたしを見て喜ぶことのないように。 

司式者：あなたの慈しみに依り頼みます。 

会 衆：わたしの心は御救いに喜び躍り 

司式者：主に向かって歌います 

会 衆：「主はわたしに報いてくださった」と。 

 

祈祷 

 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 
 

聖書 ペトロの手紙Ⅰ 3：13～22 

                       新約(新共同訳)P432 
 

13 もし、善いことに熱心であるなら、だれが

あなたがたに害を加えるでしょう。14 しか

し、義のために苦しみを受けるのであれば、

幸いです。人々を恐れたり、心を乱したりし

てはいけません。15 心の中でキリストを主と

あがめなさい。あなたがたの抱いている希望

について説明を要求する人には、いつでも弁

明できるように備えていなさい。16 それも、

穏やかに、敬意をもって、正しい良心で、弁

明するようにしなさい。そうすれば、キリス

トに結ばれたあなたがたの善い生活をののし

る者たちは、悪口を言ったことで恥じ入るよ

うになるのです。17 神の御心によるのであれ

ば、善を行って苦しむ方が、悪を行って苦し

むよりはよい。18 キリストも、罪のためにた

だ一度苦しまれました。正しい方が、正しく

ない者たちのために苦しまれたのです。あな

たがたを神のもとへ導くためです。キリスト



は、肉では死に渡されましたが、霊では生き

る者とされたのです。19 そして、霊において

キリストは、捕らわれていた霊たちのところ

へ行って宣教されました。20 この霊たちは、

ノアの時代に箱舟が作られていた間、神が忍

耐して待っておられたのに従わなかった者で

す。この箱舟に乗り込んだ数人、すなわち八

人だけが水の中を通って救われました。21 こ

の水で前もって表された洗礼は、今やイエ

ス・キリストの復活によってあなたがたをも

救うのです。洗礼は、肉の汚れを取り除くこ

とではなくて、神に正しい良心を願い求める

ことです。22 キリストは、天に上って神の右

におられます。天使、また権威や勢力は、キ

リストの支配に服しているのです。 

 

賛美 531「主イェスこそ わが望み」 
 

 

 
 

 

説教 「良心をもって神と向き合う」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 510「主よ、終わりまで」 

 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 

 

アーメン 

 
 
 

 

後奏 「あなたを心から礼拝します」によるヴェルセ 

 (L.ボエールマン) 

 

司 式 岡田 知恵子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


